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＜領域
りょういき

：こころとからだのしくみ＞ 

 

こころとからだのしくみ 

 

問題
もんだい

 61 次
つぎ

のうち, 比較的
ひかくてき

短
みじか

い時間
じ か ん

に限
かぎ

られる大
おお

きな感情
かんじょう

の動
うご

きに該当
がいとう

するもの

として, 適切
てきせつ

なものを１つ選
えら

びなさい。 

1 条件
じょうけん

づけ 

2 短期
た ん き

記憶
き お く

 

3 気分
き ぶ ん

 

4 思考
し こ う

 

5 情動
じょうどう

 

 

 

 

問題
もんだい

 62 次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち, 脳
のう

のしくみとその働
はたら

きとして, 適切
てきせつ

なものを1つ選
えら

びな

さい。 

1 神経
しんけい

細胞
さいぼう

は, 神経
しんけい

膠
こう

細胞
さいぼう

(グリア細胞
さいぼう

)を支
ささ

える。 

2 神経
しんけい

膠
こう

細胞
さいぼう

(グリア細胞
さいぼう

)は, 情報
じょうほう

伝達
でんたつ

をつかさどる。 

3 セロトニン(serotonin)は, 神経
しんけい

伝達
でんたつ

物質
ぶっしつ

の１つである。 

4 頭
とう

頂
ちょう

葉
よう

には, 運動
うんどう

野
や

が存在
そんざい

する。 

5 海馬
か い ば

は, 視覚
し か く

をつかさどる。 
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問題
もんだい

 63 次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち, 循環器
じゅんかんき

系
けい

のしくみとして, 正
ただ

しいものを１つ選
えら

びなさい。 

1 心臓
しんぞう

は体性
たいせい

神経
しんけい

が支配
し は い

している。 

2 肺
はい

動脈
どうみゃく

には静 脈
じょうみゃく

血
けつ

が流
なが

れている。 

3 左
さ

心室
しんしつ

から出
で

た血液
けつえき

は大 静 脈
だいじょうみゃく

へ流
なが

れる。 

4 リンパ管
かん

には血液
けつえき

が流
なが

れている。 

5 静 脈
じょうみゃく

血
けつ

とは酸素
さ ん そ

を多
おお

く含
ふく

む血液
けつえき

である。 

 

 

 

問題
もんだい

 64 次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち, 人
ひと

の動作
ど う さ

時
じ

に収 縮
しゅうしゅく

する筋肉
きんにく

に関
かん

する説明
せつめい

として, 適切
てきせつ

なものを１つ選
えら

びなさい。 

1 立位
り つ い

を保
ほ

持
じ

するときは大殿筋
だいでんきん

が収 縮
しゅうしゅく

する。 

2 膝
ひざ

の屈曲
くっきょく

には大腿
だいたい

四頭筋
し と う き ん

が収 縮
しゅうしゅく

する。 

3 肘
ひじ

の屈曲
くっきょく

には上腕
じょうわん

三頭筋
さんとうきん

が収 縮
しゅうしゅく

する。 

4 肩
けん

関節
かんせつ

を内転
ないてん

するときは三角筋
さんかくきん

が収 縮
しゅうしゅく

する。 

5 足
そっ

関節
かんせつ

の底屈
ていくつ

では前脛
ぜんけい

骨筋
こつきん

が収 縮
しゅうしゅく

する。 

 

 

 

問題
もんだい

 65 次
つぎ

のうち, 白内障
はくないしょう

(cataract)で混濁
こんだく

する部位
ぶ い

として, 適切
てきせつ

なものを１つ選
えら

びなさい。 

1 網膜
もうまく

 

2 角膜
かくまく

 

3 脈絡
みゃくらく

膜
まく

 

4 硝子体
しょうしたい

 

5 水晶体
すいしょうたい
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問題
もんだい

 66 次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち, 低栄養
ていえいよう

の高齢者
こうれいしゃ

にみられる症 状
しょうじょう

や行動
こうどう

の特徴
とくちょう

として, 

最
もっと

も適切
てきせつ

なものを１つ選
えら

びなさい。 

1 唾液
だ え き

の分泌
ぶんぴつ

が増加
ぞ う か

する。 

2 腸
ちょう

蠕動
ぜんどう

が亢進
こうしん

する。 

3 食
た

べこぼしが減
へ

る。 

4 偏
かたよ

りのある食
た

べ方
かた

をする。 

5 体重
たいじゅう

が増
ふ

える。 

 

 

 

問題
もんだい

 67 次
つぎ

のうち, バリア機能
き の う

をもつ表皮
ひょうひ

の構造
こうぞう

として, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを１つ選
えら

びなさい。 

1 汗腺
かんせん

 

2 角質層
かくしつそう

 

3 基底層
きていそう

 

4 有
ゆう

棘層
きょくそう

 

5 顆粒層
かりゅうそう
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問題
もんだい

 68 Ａさん(98歳
さい

, 女性
じょせい

)は, 認知症
にんちしょう

(dementia)があるが, 食事
しょくじ

動作
ど う さ

は自立
じ り つ

して

いた。最近
さいきん

, 配膳
はいぜん

されても食事
しょくじ

動作
ど う さ

が始
はじ

まらないことが増
ふ

えてきた。介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

が

献立
こんだて

や食材
しょくざい

などの説明
せつめい

をしたところ, Ａさんは食
た

べ始
はじ

めるようになった。 

次
つぎ

の摂食
せっしょく

嚥下
え ん げ

の５期
き

のうち, 介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

が支援
し え ん

した期
き

として, 最
もっと

も適切
てきせつ

なもの

を１つ選
えら

びなさい。 

1 先行期
せんこうき

 

2 準備期
じゅんびき

 

3 口腔期
こうくうき

 

4 咽頭期
いんとうき

 

5 食道期
しょくどうき

 

 

 

 

問題
もんだい

 69 次
つぎ

のうち, 健康
けんこう

な成人
せいじん

において, 横行
おうこう

結腸
けっちょう

の次
つぎ

に便
べん

が通過
つ う か

する部位
ぶ い

として, 

最
もっと

も適切
てきせつ

なものを１つ選
えら

びなさい。 

1 盲腸
もうちょう

 

2 上行
じょうこう

結腸
けっちょう

 

3 下行
か こ う

結腸
けっちょう

 

4 S状
じょう

結腸
けっちょう

 

5 直 腸
ちょくちょう
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問題
もんだい

 70 Ａさん(80歳
さい

, 男性
だんせい

)は, 半年前
はんとしまえ

から急
きゅう

に便秘
べ ん ぴ

になり, 最近
さいきん

では排便
はいべん

回数
かいすう

が

５
いつ

日
か

に１回
かい

程度
て い ど

となった。 腹部
ふ く ぶ

は膨
ぼう

満
まん

していて, 便
べん

は細
ほそ

く, 血液
けつえき

が付着
ふちゃく

することが

あるという。 

次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち, Ａさんの便秘
べ ん ぴ

に対
たい

する対応
たいおう

として, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを１つ選
えら

び

なさい。 

1 水分
すいぶん

摂取
せっしゅ

を促
うなが

す。 

2 食物
しょくもつ

繊維
せ ん い

の摂取
せっしゅ

を 促
うなが

す。 

3 散歩
さ ん ぽ

などの運動
うんどう

を促
うなが

す。 

4 腹部
ふ く ぶ

のマッサージを 行
おこな

う。 

5 医療
いりょう

機関
き か ん

の受
じゅ

診
しん

を 促
うなが

す。 

 

 

 

問題
もんだい

 71 次
つぎ

のうち, 65歳
さい

の人
ひと

の妥当
だ と う

な睡眠
すいみん

時間
じ か ん

として, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを１つ選
えら

び

なさい。 

1 約
やく

12時間
じ か ん

 

2 約
やく

10時間
じ か ん

 

3 約
やく

８時間
じ か ん

 

4 約
やく

６時間
じ か ん

 

5 約
やく

４時間
じ か ん
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問題
もんだい

 72 キューブラー・ロス(Kubler-Ross, E.)が示
しめ

した終末期
しゅうまつき

にある人
ひと

の死
し

の受容
じゅよう

プロセスのうち「抑
よく

うつ」の段階
だんかい

として, 適切
てきせつ

なものを１つ選
えら

びなさい。 

1 第
だい

１段階
だんかい

 

2 第
だい

２段階
だんかい

 

3 第
だい

３段階
だんかい

 

4 第
だい

４段階
だんかい

 

5 第
だい

５段階
だんかい
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＜領域
りょういき

：こころとからだのしくみ＞ 

 

発達
はったつ

と老化
ろ う か

の理解
り か い

 

 

問題
もんだい

 73 次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち, ハヴィガースト(Havighurst, R.) の示
しめ

す中年期
ちゅうねんき

の発達
はったつ

課題
か だ い

に該当
がいとう

するものとして, 適切
てきせつ

なものを１つ選
えら

びなさい。 

1 良心
りょうしん

, 道徳
どうとく

心
しん

, 価値
か ち

尺度
しゃくど

を発達
はったつ

させる。 

2 成人
せいじん

としての市民的
しみんてき

・社会的
しゃかいてき

責任
せきにん

を達成
たっせい

する。 

3 満足
まんぞく

できる住宅
じゅうたく

を確保
か く ほ

する。 

4 男性
だんせい

あるいは女性
じょせい

の社会的
しゃかいてき

役割
やくわり

を身
み

につける。 

5 気心
きごころ

の合
あ

う社交
しゃこう

集団
しゅうだん

を見
み

つける。 

 

 

 

問題
もんだい

 74 次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち, 自閉症
じへいしょう

スペクトラム障害
しょうがい

(autism spectrum disorder)の

特徴
とくちょう

として, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを１つ選
えら

びなさい。 

1 文字
も じ

のつづりがうまく書
か

けず, 類似
る い じ

の文字
も じ

を間違
ま ち が

えたりする。 

2 同
おな

じ動作
ど う さ

や行動
こうどう

を繰
く

り返
かえ

す。 

3 注意
ちゅうい

の持続
じ ぞ く

が難
むずか

しい。 

4 順番
じゅんばん

を待
ま

てずに割
わ

り込
こ

む。 

5 数
かず

の大小
だいしょう

の比較
ひ か く

が難
むずか

しい。 

 

 

 

 



- 9 - 

 

問題
もんだい

 75 次
つぎ

のうち, 健康
けんこう

な状態
じょうたい

と心身
しんしん

の機能
き の う

が低
てい

下
か

して介護
か い ご

等
とう

が必要
ひつよう

な状態
じょうたい

の

中間
ちゅうかん

を示
しめ

す用語
よ う ご

として, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを１つ選
えら

びなさい。 

1 エイジング(aging) 

2 サルコペニア (sarcopenia) 

3 ロコモティブシンドローム 

4 ホメオスタシス(homeostasis) 

5 フレイル(frailty) 

 

 

 

問題
もんだい

 76 高齢者
こうれいしゃ

のセクシュアリティ(sexuality)に関
かん

する次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち, 最
もっと

も

適切
てきせつ

なものを１つ選
えら

びなさい。 

1 高齢
こうれい

になると性
せい

への関心
かんしん

がなくなる。 

2 男性
だんせい

は, 高齢
こうれい

になっても性
せい

ホルモンの分泌
ぶんぴつ

が維
い

持
じ

される。 

3 女性
じょせい

は, 高齢
こうれい

になると性交痛
せいこうつう

を感
かん

じやすくなる。 

4 高齢者
こうれいしゃ

は生殖
せいしょく

機能
き の う

の喪失
そうしつ

と同時
ど う じ

にセクシュアリティ(sexuality)を喪失
そうしつ

する。 

5 高齢者
こうれいしゃ

の性的
せいてき

欲求
よっきゅう

に, 性差
せ い さ

はみられない。 
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問題
もんだい

 77 Ａさん(22歳
さい

, 女性
じょせい

)は, 施設
し せ つ

で介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

として勤務
き ん む

し, 食事
しょくじ

や睡眠
すいみん

を

工夫
く ふ う

しながら, 一人
ひ と り

暮
ぐ

らしをしている。日々
ひ び

の生活
せいかつ

や勤務
き ん む

状 況
じょうきょう

に問題
もんだい

はない。 

職場
しょくば

にＡさんと年齢
ねんれい

の近
ちか

い介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

はおらず, 休憩
きゅうけい

時間
じ か ん

や休
やす

みの日
ひ

も一人
ひ と り

で過
す

ごしている。Ａさんは,「自分
じ ぶ ん

の仕事
し ご と

ぶりを上司
じょうし

に認
みと

めてほしいという気持
き も

ちはない。

それよりも, 仕事
し ご と

やそれ以外
い が い

のことを深
ふか

く話
はな

せる同年代
どうねんだい

の同僚
どうりょう

がほしい」と思
おも

って

いる。 

次
つぎ

のマズロー(Maslow, A.H.)の欲求
よっきゅう

階層説
かいそうせつ

の各段階
かくだんかい

のうち, Ａさんの現在
げんざい

の気持
き も

ちが当
あ

てはまるものとして, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを１つ選
えら

びなさい。 

1 生理的
せいりてき

欲求
よっきゅう

 

2 所属
しょぞく

・愛情
あいじょう

欲求
よっきゅう

 

3 安全
あんぜん

欲求
よっきゅう

 

4 承認
しょうにん

欲求
よっきゅう

 

5 自己
じ こ

実現
じつげん

欲求
よっきゅう

 

 

 

 

問題
もんだい

 78 次
つぎ

のうち, 加齢
か れ い

に伴
ともな

い階段
かいだん

を上
のぼ

ると息切
い き ぎ

れしやすくなる現象
げんしょう

に関係
かんけい

する

恒常性
こうじょうせい

の機能
き の う

として, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを１つ選
えら

びなさい。 

1 予備力
よびりょく

 

2 適応力
てきおうりょく

 

3 免疫力
めんえきりょく

 

4 抵抗力
ていこうりょく

 

5 回復力
かいふくりょく
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問題
もんだい

 79 次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち, 高齢者
こうれいしゃ

の疾患
しっかん

や症 状
しょうじょう

の特徴
とくちょう

として, 適切
てきせつ

なものを１つ

選
えら

びなさい。 

1 典型的
てんけいてき

な症 状
しょうじょう

を呈
てい

する。 

2 生活
せいかつ

が活発
かっぱつ

になる。 

3 痛
いた

みに敏感
びんかん

になる。 

4 複数
ふくすう

の疾患
しっかん

を持
も

ちやすい。 

5 慢性的
まんせいてき

な疾患
しっかん

は少
すく

ない。 

 

 

 

問題
もんだい

 80 Ａさん(82歳
さい

, 女性
じょせい

)は, 介護
か い ご

老人
ろうじん

保健
ほ け ん

施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

している。朝
あさ

, 眠
ねむ

そうな

様子
よ う す

であったため, 介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

がどうしたのかと尋
たず

ねると, Ａさんは, 夜
よる

, 足
あし

や

背中
せ な か

がかゆくてあまり眠
ねむ

れなかったと話
はな

した。 看護師
か ん ご し

と共
とも

に足
あし

や背中
せ な か

を観察
かんさつ

すると, 

皮膚
ひ ふ

が乾燥
かんそう

していて，引
ひ

っ掻
か

いたような傷
きず

があった。そのほかに皮膚
ひ ふ

の異常
いじょう

はみられ

なかった。 Ａさんは寒
さむ

さに弱
よわ

く, 今
いま

は冬
ふゆ

なので常
つね

に電気
で ん き

毛布
も う ふ

を使用
し よ う

している。昨日
さくじつ

は入浴
にゅうよく

日
び

であった。 

次
つぎ

のうち, Ａさんに生
しょう

じている可能性
かのうせい

がある疾患
しっかん

として, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを１つ

選
えら

びなさい。 

1 角化型
か く か が た

疥癬
かいせん

(hyperkeratotic scabies) 

2 帯状疱疹
たいじょうほうしん

 (herpes zoster) 

3 褥
じょく

瘡
そう

 

4 老人性
ろうじんせい

皮膚
ひ ふ

掻痒症
そうようしょう

(senile pruritus) 

5 閉塞性
へいそくせい

動脈
どうみゃく

硬化症
こうかしょう

(arteriosclerosis obliterans) 
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＜領域
りょういき

：こころとからだのしくみ＞ 

 

認知症
にんちしょう

の理解
り か い

 

 

問題
もんだい

 81 次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち, 認知症
にんちしょう

(dementia)のある人
ひと

にみられる妄想
もうそう

の説明
せつめい

として, 

最
もっと

も適切
てきせつ

なものを１つ選
えら

びなさい。 

1 自分
じ ぶ ん

でしまい忘
わす

れた物
もの

が見
み

つからず, 誰
だれ

かが盗
ぬす

んだと思
おも

い込
こ

むのは, 嫉妬
し っ と

妄想
もうそう

であ

る。 

2 孫
まご

と会
あ

って話
はなし

をしたにもかかわらず, 孫
まご

にずっと会
あ

わせてもらえていないと主張
しゅちょう

するのは, カプグラ症候群
しょうこうぐん

である。 

3 介護
か い ご

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

(ケアマネジャー)と妻
つま

が話
はな

しているのを見
み

て, 妻
つま

の浮気
う わ き

相手
あ い て

だと思
おも

い込
こ

むのは, 幻
まぼろし

の同居人
どうきょにん

である。 

4 家族
か ぞ く

など身近
み じ か

な人
ひと

がよく似
に

た偽物
にせもの

と入
い

れ替
か

わっていると主張
しゅちょう

するのは, 被害
ひ が い

妄想
もうそう

である。 

5 身体的
しんたいてき

疾患
しっかん

がないにもかかわらず, 自分
じ ぶ ん

が病気
びょうき

だと思
おも

い込
こ

むのは, 心気
し ん き

妄想
もうそう

である。
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問題
もんだい

 82 次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち, 認知症
にんちしょう

(dementia) の人
ひと

への取
と

り組
く

みとその説明
せつめい

として,

最
もっと

も適切
てきせつ

なものを１つ選
えら

びなさい。 

1 本人
ほんにん

ミーティングでは, 当事者
とうじしゃ

たちが語
かた

り合
あ

い社会
しゃかい

に発信
はっしん

も 行
おこな

う。 

2 認知症
にんちしょう

初期
し ょ き

集 中
しゅうちゅう

支援
し え ん

チームは, 要介護
ようかいご

認定
にんてい

を 行
おこな

う。 

3 若年性
じゃくねんせい

認知症
にんちしょう

支援
し え ん

コーディネーターは, 認知症
にんちしょう

(dementia)の診断
しんだん

を 行
おこな

う。 

4 認知症
にんちしょう

疾患
しっかん

医療
いりょう

センターは, 地域
ち い き

ケア会議
か い ぎ

を開催
かいさい

する。 

5 認知症
にんちしょう

カフェは, 認知症
にんちしょう

介護
か い ご

指導者
しどうしゃ

を養成
ようせい

する。 

 

 

 

問題
もんだい

 83 次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち, 認知症
にんちしょう

(dementia)の行動
こうどう

・心理
し ん り

症 状
しょうじょう

(BPSD)に該当
がいとう

する

ものとして, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを１つ選
えら

びなさい。 

1 10分前
ぷんまえ

に施設
し せ つ

職員
しょくいん

が挨拶
あいさつ

しに来
き

たことを, 覚
おぼ

えていない。 

2 病院
びょういん

にいるのに, 自宅
じ た く

にいると思
おも

っている。 

3 通所
つうしょ

介護
か い ご

(デイサービス)を利用中
りようちゅう

に, 出口
で ぐ ち

を探
さが

して歩
ある

き回
まわ

る。 

4 薬
くすり

を処方
しょほう

されても, 服薬
ふくやく

管理
か ん り

ができない。 

5 入浴
にゅうよく

を促
うなが

すと, 湯
ゆ

につかるだけで出
で

てくる。 

 

 

 

問題
もんだい

 84 次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち, アルツハイマー型
がた

認知症
にんちしょう

(dementia of the Alzheimer's 

type)の説明
せつめい

として, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを１つ選
えら

びなさい。 

1 古
ふる

い記憶
き お く

から障害
しょうがい

され, 徐々
じょじょ

に新
あたら

しい記憶
き お く

も障害
しょうがい

される。 

2 認知
に ん ち

機能
き の う

が変動
へんどう

することが特徴的
とくちょうてき

である。 

3 ADL(Activities of Daily Living : 日常
にちじょう

生活
せいかつ

動作
ど う さ

)の障害
しょうがい

は, 重度期
じゅうどき

以降
い こ う

に認
みと

め

られる。 

4 見当
けんとう

識
しき

障害
しょうがい

は, 中期
ちゅうき

以降
い こ う

に認
みと

められる。 

5 記憶
き お く

障害
しょうがい

は, 初期
し ょ き

から認
みと

められる。 
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問題
もんだい

 85 次
つぎ

のうち, レビー小体型
しょうたいがた

認知症
にんちしょう

(dementia with Lewy bodies)の症 状
しょうじょう

と

して, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを１つ選
えら

びなさい。 

1 ノンレム睡眠
すいみん

行動
こうどう

障害
しょうがい

による大声
おおごえ

 

2 自律
じ り つ

神経
しんけい

症 状
しょうじょう

による起立性
きりつせい

低血圧
ていけつあつ

(orthostatic hypotension) 

3 聴覚
ちょうかく

認知
に ん ち

機能
き の う

の障害
しょうがい

による幻聴
げんちょう

 

4 側頭
そくとう

葉
よう

の萎縮
いしゅく

による意味性
い み せ い

失語
し つ ご

 

5 嚥下
え ん げ

機能
き の う

の促進
そくしん

による食欲
しょくよく

増加
ぞ う か

 

 

 

 

問題
もんだい

 86 次
つぎ

のうち, 認知症
にんちしょう

(dementia)の人
ひと

の生活
せいかつ

をアセスメントするうえで, 

身体的
しんたいてき

要因
よういん

に含
ふく

まれる項目
こうもく

として, 適切
てきせつ

なものを１つ選
えら

びなさい。 

1 性格
せいかく

 

2 居住
きょじゅう

環境
かんきょう

 

3 人的
じんてき

環境
かんきょう

 

4 ＩＡＤＬ (Instrumental Activities of Daily Living : 手段的
しゅだんてき

日常
にちじょう

生活
せいかつ

動作
ど う さ

) 

5 社会
しゃかい

とのつながり 

 



- 15 -  
 

問題
もんだい

 87 認知症
にんちしょう

(dementia)の人
ひと

への環境
かんきょう

の配慮
はいりょ

に関
かん

する次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち, 最
もっと

も

適切
てきせつ

なものを１つ選
えら

びなさい。 

1 視覚的
しかくてき

認識
にんしき

を容易
よ う い

にするために, 廊下
ろ う か

の手
て

すりに色
いろ

をつけて目立
め だ

つようにする。 

2 聴覚
ちょうかく

に影響
えいきょう

を与
あた

えるために, ピクトグラム(pictogram)を表示
ひょうじ

する。 

3 音
おと

の選択的
せんたくてき

聴取
ちょうしゅ

の 力
ちから

を高
たか

めるために, BGM(background music)の音量
おんりょう

を大
おお

きくす

る。 

4 穏
おだ

やかに生活
せいかつ

するために, 居室
きょしつ

の光
ひかり

の刺激
し げ き

を強
つよ

くする。 

5 落
お

ち着
つ

く空間
くうかん

をつくるために, 居室
きょしつ

を細
こま

かい模様
も よ う

の壁紙
かべがみ

で統
とう

一
いつ

する。 

 

 

 

問題
もんだい

 88 次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち, 認知症
にんちしょう

(dementia)の人
ひと

の遂行
すいこう

機能
き の う

障害
しょうがい

の症 状
しょうじょう

として, 

最
もっと

も適切
てきせつ

なものを１つ選
えら

びなさい。 

1 ご飯
はん

を食
た

べたことを忘
わす

れて, ご飯
はん

をほしいと言
い

う。 

2 包丁
ほうちょう

の使
つか

い方
かた

を忘
わす

れて, うまく使
つか

うことができない。 

3 食事
しょくじ

が配膳
はいぜん

されているが, 左側
ひだりがわ

のものを残
のこ

す。 

4 調理
ちょうり

の手順
てじゅん

を順序
じゅんじょ

だてて行
おこな

うことができない。 

5 皿
さら

の模様
も よ う

をおかずと間違
ま ち が

えて, スプーンですくおうとする。 
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問題
もんだい

 89 Ａさん(75歳
さい

, 男性
だんせい

)は, 認知症
にんちしょう

(dementia)で, 通所
つうしょ

介護
か い ご

(デイサービス)を

利用
り よ う

している。介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

が,「今日
き ょ う

は何月
なんがつ

何日
なんにち

でしょうか」と聞
き

くと, Ａさんは,

「９月
がつ

」と答
こた

えた。介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

が,「今朝
け さ

, Ａさんの家
いえ

の庭
にわ

にあじさいが咲
さ

いてい

ましたね」と言
い

うと, Ｂさんが,「あじさいが咲
さ

くのは６月
がつ

?」と答
こた

えた。介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

は,「そうです。今日
き ょ う

は６月
がつ

２２日
にち

です」と言
い

い, ホワイトボードに日付
ひ づ け

とあじ

さいの絵
え

を描
か

いた。介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

が,「６月
がつ

生
う

まれの方
かた

はいますか」と聞
き

くが, 返事
へ ん じ

がない。介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

は, 今日
き ょ う

は６月
がつ

２２日
にち

ですが, あと３日
み っ か

でＡさんの誕生
たんじょう

日
び

で

すねと伝
つた

えた。 

次
つぎ

のうち, 介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

が実施
じ っ し

した技法
ぎ ほ う

として, 適切
てきせつ

なものを1つ選
えら

びなさい。 

1 タッチケア(touch care) 

2 アートセラピー(art therapy) 

3 リアリティ・オリエンテーション(reality orientation) 

4 ライフレビュー(life review) 

5 グリーフケア(grief care) 
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問題
もんだい

 90 Ａさん(88歳
さい

, 女性
じょせい

)は, ４年前
ねんまえ

に認知症
にんちしょう

(dementia)と診断
しんだん

された。在宅
ざいたく

で

長男
ちょうなん

が介護
か い ご

している。Ａさんは, ３か月前
げつまえ

から, 何度
な ん ど

もトイレ以外
い が い

で排泄
はいせつ

しようとす

る様子
よ う す

がみられた。長男
ちょうなん

が繰
く

り返
かえ

しトイレの場所
ば し ょ

を教
おし

えているが, 状態
じょうたい

は変
か

わらな

い。長男
ちょうなん

はＡさんに対
たい

して,「何回
なんかい

, 同
おな

じことを言
い

ったら, わかるんだ」と大声
おおごえ

でど

なってしまい, その後
あと

で落
お

ち込
こ

むようになった。また, 長男
ちょうなん

は,「認知症
にんちしょう

(dementia)が

いつまで続
つづ

くのか」「自分
じ ぶ ん

に何
なに

か問題
もんだい

があったのではないか」と言
い

って, 自分
じ ぶ ん

を強
つよ

く

責
せ

めている。 

  次
つぎ

のうち, Ａさんの認知症
にんちしょう

(dementia)を長男
ちょうなん

が受
う

け入
い

れる過
か

程
てい

と考
かんが

えた場合
ば あ い

, こ

のときの長男
ちょうなん

の心理的
しんりてき

特徴
とくちょう

に該当
がいとう

する段階
だんかい

として, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを１つ選
えら

びな

さい。 

1 ショック期
き

 

2 否認期
ひ に ん き

 

3 混乱期
こんらんき

 

4 解決
かいけつ

への努力期
どりょくき

 

5 受容期
じゅようき
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＜領域
りょういき

：こころとからだのしくみ＞ 

 

障害
しょうがい

の理解
り か い

 

 

 

問題
もんだい

 91 次
つぎ

のうち, 障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

におけるソーシャルインクルージョン(social 

inclusion)の 考
かんが

え方
かた

の説明
せつめい

として, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを1つ選
えら

びなさい。 

1 障 害
しょうがい

のある人
ひと

とない人
ひと

を統
とう

合
ごう

する社会
しゃかい

 

2 障 害
しょうがい

のある人
ひと

を権利
け ん り

侵害
しんがい

から守
まも

る社会
しゃかい

 

3 障 害
しょうがい

のある人
ひと

の意思
い し

決定
けってい

を支援
し え ん

する社会
しゃかい

 

4 障 害
しょうがい

のある人
ひと

の最善
さいぜん

の利益
り え き

を 考
かんが

える社会
しゃかい

 

5 障 害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も包摂
ほうせつ

する社会
しゃかい

 

 

 

 

問題
もんだい

  92 知的
ち て き

障害
しょうがい

に関
かん

する次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを1つ選
えら

びなさい。 

1 障害
しょうがい

が発達期
はったつき

にあらわれる。 

2 障害
しょうがい

の原因
げんいん

は明
あき

らかである。 

3 一般
いっぱん

就労
しゅうろう

は不可能
ふ か の う

である。 

4 療育
りょういく

手帳
てちょう

の等級
とうきゅう

は障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

で決
き

める。 

5 運動
うんどう

発達
はったつ

の遅
おく

れは伴
ともな

わない。 
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問題
もんだい

 93 次
つぎ

のうち,後遣症
こういしょう

によって片
かた

麻痺
ま ひ

や言語
げ ん ご

障害
しょうがい

を伴
ともな

うことがある疾患
しっかん

や病態
びょうたい

として, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを1つ選
えら

びなさい。 

1 脳
のう

血管
けっかん

障害
しょうがい

(cerebrovascular disorder) 

2 糖 尿 病
とうにょうびょう

(diabetes mellitus) 

3 脊髄
せきずい

損傷
そんしょう

(spinal cord injury) 

4 慢性閉
まんせいへい

塞性
そくせい

肺
はい

疾患
しっかん

(chronic obstructive pulmonary disease) 

5 クローン病
びょう

(Crohn disease) 

 

 

 

問題
もんだい

  94 次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち, 国際
こくさい

障害者
しょうがいしゃ

年
ねん

を契機
け い き

に, 日本
に ほ ん

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

に起
お

きた変化
へ ん か

として, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを 1 つ選
えら

びなさい。 

1 障害者
しょうがいしゃ

を弱者
じゃくしゃ

として保護
ほ ご

する捉
とら

え方
かた

が広
ひろ

まった。 

2 ノーマライゼーションの理念
り ね ん

が徐々
じょじょ

に浸
しん

透
とう

した。 

3 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

福祉法
ふくしほう

の制定
せいてい

につながった。 

4 障害
しょうがい

種別
しゅべつ

ごとの福祉
ふ く し

サービス給付
きゅうふ

が始
はじ

まった。 

5 措置
そ ち

制度
せ い ど

から自立
じ り つ

支援
し え ん

医療
いりょう

制度
せ い ど

へ移行
い こ う

した。
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問題
もんだい

  95 次
つぎ

のうち, 筋萎
き ん い

縮性側索
しゅくせいそくさく

硬化症
こうかしょう

(amyotrophic lateral sclerosis : ALS)

によくみられる 症 状
しょうじょう

として, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを1つ選
えら

びなさい。 

1 感覚
かんかく

障害
しょうがい

 

2 失禁
しっきん

 

3 嚥下
え ん げ

障害
しょうがい

 

4 視力
しりょく

障害
しょうがい

 

5 便秘
べ ん ぴ

 

 

 

 

問題
もんだい

  96 Ａさん(50歳
さい

, 男性
だんせい

)は, 以前
い ぜ ん

は一人
ひ と り

暮
ぐ

らしをしていたが, 現在
げんざい

は統合
とうごう

失 調 症
しっちょうしょう

(schizophrenia)のため長期
ちょうき

入院
にゅういん

をしている。 症 状
しょうじょう

が軽快
けいかい

して安定
あんてい

した

ため,医師
い し

から間
ま

もなく退院
たいいん

できるという説明
せつめい

があった。Ａさんは以前
い ぜ ん

と同
おな

じように

独居
どっきょ

を希望
き ぼ う

しているが, 一人
ひ と り

で住居
じゅうきょ

を探
さが

すのに不安
ふ あ ん

がある。 

次
つぎ

のうち, Ａさんの希望
き ぼ う

を実現
じつげん

するために利用
り よ う

する公的
こうてき

な支援
し え ん

として, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを1つ選
えら

びなさい。 

1 地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

 

2 自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 

3 地域
ち い き

移行
い こ う

支援
し え ん

 

4 生活
せいかつ

介護
か い ご

 

5 同行
どうこう

援護
え ん ご
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問題
もんだい

  97 Ａさん(45歳
さい

, 男性
だんせい

)は, 1年前
ねんまえ

, 交通
こうつう

事故
じ こ

で頭部
と う ぶ

外傷
がいしょう

を負
お

った。四肢
し し

に

障害
しょうがい

は残
のこ

らなかったが, 高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

(higher brain dysfunction)と診断
しんだん

され

た。 

次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち, Ａさんの障害
しょうがい

特性
とくせい

を理解
り か い

した支援
し え ん

として, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを1

つ選
えら

びなさい。 

1 記憶
き お く

障害
しょうがい

によって同
おな

じことを何度
な ん ど

も質問
しつもん

するが, 一度
い ち ど

だけ質問
しつもん

に答
こた

える。 

2 注意
ちゅうい

障害
しょうがい

によって作業
さぎょう

のミスが多
おお

いため, その度
たび

ごとに強
つよ

く注意
ちゅうい

する。 

3 遂行
すいこう

機能
き の う

障害
しょうがい

によって指示
し じ

されないと作業
さぎょう

ができないため, 自分
じ ぶ ん

の判断
はんだん

でやるよう

に促
うなが

す。 

4 社会的
しゃかいてき

行動
こうどう

障害
しょうがい

によってすぐに怒
おこ

りだすことがあるため, 感情
かんじょう

が落
お

ち着
つ

くように

場面
ば め ん

や話題
わ だ い

を変
か

える。 

5 病
びょう

識
しき

低下
て い か

によってできないことを認
みと

めないため, できないことを指摘
し て き

する。 
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問題
もんだい

  98 次
つぎ

のうち，「障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

」に規定
き て い

する補
ほ

装具
そ う ぐ

として, 適切
てきせつ

なも

のを1つ選
えら

びなさい。 

1 特殊
とくしゅ

寝台
しんだい

 

2 電動
でんどう

車椅子
くるまいす

 

3 点字器
て ん じ き

 

4 電気式
でんきしき

たん吸引器
きゅういんき

 

5 ストーマ装具
そ う ぐ

 

 

( 注
ちゅう

)「障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

」とは, 「障害者
しょうがいしゃ

の日 常
にちじょう

生活
せいかつ

及
およ

び社会
しゃかい

生活
せいかつ

を総合的
そうごうてき

に

支援
し え ん

するための法律
ほうりつ

」のことである。 

 

 

 

問題
もんだい

 99 次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち, 地域
ち い き

における障害者
しょうがいしゃ

のサポート体制
たいせい

として, 最
もっと

も

適切
てきせつ

なものを1つ選
えら

びなさい。 

1 介護
か い ご

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

は, サービス等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

を作成
さくせい

する。 

2 相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

は, 個別
こ べ つ

支援
し え ん

計画
けいかく

を作成
さくせい

する。 

3 基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターは, 障 害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

を決定
けってい

する。 

4 地域
ち い き

包括
ほうかつ

支援
し え ん

センターは, 要介護度
よ う か い ご ど

を決定
けってい

する。 

5 市町村
しちょうそん

は, 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

を 行
おこな

う。 
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問題
もんだい

 100 次
つぎ

のうち, 障 害
しょうがい

があるためスプーンがうまく握
にぎ

れない人
ひと

に自助
じ じ ょ

具
ぐ

を

作成
さくせい

する職 種
しょくしゅ

として, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを1つ選
えら

びなさい。 

1 看護師
か ん ご し

 

2 義肢
ぎ し

装具士
そ う ぐ し

 

3 理学
り が く

療法士
りょうほうし

 

4 作業
さぎょう

療法士
りょうほうし

 

5 言語
げ ん ご

聴覚士
ちょうかくし
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＜領域
りょういき

 : 医療的
いりょうてき

ケア> 

 

医療的
いりょうてき

ケア 
 

問題
もんだい

 101 次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち, バイタルサインを測定
そくてい

するときの留意点
りゅういてん

として, 最
もっと

も

適切
てきせつ

なものを1つ選
えら

びなさい。 

1 非接触型
ひせっしょくがた

体温計
たいおんけい

による測定
そくてい

では, 環境
かんきょう

温度
お ん ど

に注意
ちゅうい

する。 

2 脈拍
みゃくはく

の測定
そくてい

では, 橈
とう

骨
こつ

動脈
どうみゃく

に拇指
ぼ し

で触
ふ

れる。 

3 呼吸
こきゅう

の測定
そくてい

では, ゆっくりと息
いき

をするように伝
つた

えてから行
おこな

う。 

4 血圧
けつあつ

測定
そくてい

では, 上腕
じょうわん

にマンシェットを隙間
す き ま

のないように巻
ま

く。 

5 意識
い し き

レベルは, まず身体
か ら だ

を揺
ゆ

さぶって反応
はんのう

をみる。 

 

 

 

問題
もんだい

 102 気管
き か ん

カニューレの構造
こうぞう

等
とう

に関
かん

する次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち, 正
ただ

しいものを1つ選
えら

びな

さい。 

1 気管
き か ん

カニューレは, 咽頭
いんとう

に挿入
そうにゅう

されている。 

2 気管
き か ん

カニューレは, 交換
こうかん

の必要
ひつよう

がない。 

3 カフは, カニューレの上端
じょうたん

についている。 

4 カフには, 滅菌
めっきん

蒸 留
じょうりゅう

水
すい

が入
い

れてある。 

5 サイドチューブから, カフの上部
じょうぶ

の貯留物
ちょりゅうぶつ

を吸引
きゅういん

することができる。 
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問題
もんだい

 103 Ａさん(85歳
さい

，男性
だんせい

)は、慢性
まんせい

閉塞性
へいそくせい

肺
はい

疾患
しっかん

 (chronic obstructive pulmonary 

disease) で 介護
か い ご

老人
ろうじん

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

している。 ある日
ひ

, Ａさんから，「痰
たん

がからんで

いて, 咳
せき

をしても出
だ

せない」という訴
うった

えがあった。介護
か い ご

福祉士
ふ く し し

が呼吸
こきゅう

回数
かいすう

を確認
かくにん

すると, 

1分間
ぷんかん

に 22 回
かい

で, ゴロゴロという音
おと

がしていた。看護
か ん ご

職
しょく

からは, 右
みぎ

肺
はい

に痰
たん

が貯留
ちょりゅう

しや

すいという情報
じょうほう

提供
ていきょう

があった。口腔内
こうくうない

吸引
きゅういん

をすると, 粘性
ねんせい

の強
つよ

い透明
とうめい

な痰
たん

が吸引
きゅういん

で

きた。 

このとき, 介護
か い ご

福祉士
ふ く し し

が喀痰
かくたん

排出
はいしゅつ

を促
うなが

すためにＡさんに行
おこな

う対応
たいおう

として, 最
もっと

も

適切
てきせつ

なものを1つ選
えら

びなさい。 

1 居室
きょしつ

の湿度
し つ ど

を30%に保
たも

つ。 

2 水分
すいぶん

摂取
せっしゅ

を控
ひか

えるように伝
つた

える。 

3 左側
ひだりがわ

を下
した

にした体位
た い い

を勧
すす

める。 

4 太
ふと

い吸引
きゅういん

チューブに変
か

える。 

5 ベッド上
じょう

での安静
あんせい

を勧
すす

める。 

 

 

 

問題
もんだい

 104 次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち, 胃
い

の構造
こうぞう

として, 正
ただ

しいものを1つ選
えら

びなさい。 

1 幽門
ゆうもん

から始
はじ

まり噴門
ふんもん

で終
お

わる。 

2 左
ひだり

上方
じょうほう

を胃
い

底部
て い ぶ

といい, 食
た

べ物
もの

を一時的
いちじてき

にためる。 

3 左
ひだり

下方
か ほ う

の縁
ふち

を小弯
しょうわん

という。 

4 胃
い

には3つの生理的
せいりてき

狭窄部
きょうさくぶ

がある。 

5 胃
い

に続
つづ

く小 腸
しょうちょう

は, 空
くう

腸
ちょう

という。 
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問題
もんだい

 105 次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち, ボタン型
がた

胃
い

ろうチューブを挿入
そうにゅう

している利用者
りようしゃ

に対
たい

して,

介護
か い ご

福祉士
ふ く し し

が行
おこな

うケアとして, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを 1 つ選
えら

びなさい。 

1 胃
い

ろう周囲
しゅうい

の皮膚
ひ ふ

に発赤
ほっせき

がある場合
ば あ い

は, 軟膏
なんこう

を塗布
と ふ

する。 

2 1日
にち

に2, 3回
かい

, 胃
い

ろうチューブを回転
かいてん

きせて, 癒着
ゆちゃく

を防
ふせ

ぐ。 

3 胃
い

ろうチューブの抜去
ばっきょ

予防
よ ぼ う

のため, 歩行
ほ こ う

は避
さ

けるように勧
すす

める。 

4 胃
い

ろう周囲
しゅうい

の皮膚
ひ ふ

は石
せっ

けんとぬるま湯
ゆ

で洗浄
せんじょう

して, 清潔
せいけつ

を保
たも

つ。 

5 栄養剤
えいようざい

を注 入
ちゅうにゅう

する前
まえ

には, 胃
い

ろう部
ぶ

を消
しょう

毒
どく

する。 

 

Ｂパートの問題はここまでです。 
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余
よ

 白
はく
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＜領域
りょういき

 : 介護
か い ご

> 

 

介護
か い ご

過程
か て い

 

 

 

問題
もんだい

 106 次
つぎ

のうち, 介護
か い ご

過程
か て い

における生活
せいかつ

課題
か だ い

への対応
たいおう

として, 最
もっと

も適切
てきせつ

なも

のを1つ選
えら

びなさい。 

1 介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

が望
のぞ

む支援
し え ん

を実現
じつげん

すること 

2 利用者
りようしゃ

が望
のぞ

む暮
く

らしを実現
じつげん

すること 

3 他
た

職 種
しょくしゅ

が望
のぞ

む連携
れんけい

を実現
じつげん

すること 

4 家族
か ぞ く

が望
のぞ

む経済
けいざい

状 況
じょうきょう

を実現
じつげん

すること 

5 施設
し せ つ

が望
のぞ

む運営
うんえい

を実現
じつげん

すること 

 

 

 

問題
もんだい

 107 次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち, 短期
た ん き

目標
もくひょう

に関
かん

する説明
せつめい

として, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを1つ選
えら

びなさい。 

1 介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

の介護
か い ご

目標
もくひょう

を設定
せってい

する。 

2 利用者
りようしゃ

の1年後
ね ん ご

の状態
じょうたい

を記載
き さ い

する。 

3 利用者
りようしゃ

の家族
か ぞ く

を主体
しゅたい

にして表現
ひょうげん

する。 

4 アセスメントに基
もと

づく利用者
りようしゃ

の具体的
ぐたいてき

な生活
せいかつ

課題
か だ い

から検討
けんとう

する。 

5 目標
もくひょう

達成
たっせい

時
じ

の介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

の満足度
まんぞくど

を記載
き さ い

する。 
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問題
もんだい

 108 次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち, 介護
か い ご

計画
けいかく

の実施
じ っ し

に関
かん

するものとして, 適切
てきせつ

なものを1つ選
えら

びなさい。 

1 利用者
りようしゃ

の実践
じっせん

状 況
じょうきょう

は評価
ひょうか

日
び

にまとめて記録
き ろ く

する。 

2 介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

が結果
け っ か

に満足
まんぞく

できるまで実践
じっせん

を続
つづ

ける。 

3 介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

の実践
じっせん

経験
けいけん

を積
つ

むことを目的
もくてき

にする。 

4 他
た

職種
しょくしゅ

が立案
りつあん

した介護
か い ご

計画
けいかく

をチームで実践
じっせん

する。 

5 利用者
りようしゃ

に支援
し え ん

内容
ないよう

を説明
せつめい

して同意
ど う い

を得
え

る。 

 

 

 

問題
もんだい

 109 次
つぎ

のうち, サービス担当者
たんとうしゃ

会議
か い ぎ

にサービス管理
か ん り

責任者
せきにんしゃ

が出席
しゅっせき

する目的
もくてき

とし

て, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを1つ選
えら

びなさい。 

1 個別
こ べ つ

支援
し え ん

計画
けいかく

の取
と

り組
く

みの報告
ほうこく

 

2 障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

の判定
はんてい

 

3 支給
しきゅう

が必要
ひつよう

かどうかの決定
けってい

 

4 サービス等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

の説明
せつめい

 

5 相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

への個別
こ べ つ

支援
し え ん

計画
けいかく

作成
さくせい

の指示
し じ
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次
つぎ

の事例
じ れ い

を読
よ

んで，問題
もんだい

 110，問題
もんだい

 111について答
こた

えなさい。 

〔事
じ

 例
れい

〕 

Ａさん(78歳
さい

, 女性
じょせい

, 要介護
ようかいご

 1 )は, 軽度
け い ど

の認知症
にんちしょう

(dementia)があり, 通所
つうしょ

介護
か い ご

(デ

イサービス)を利用
り よ う

しながら一人
ひ と り

暮
ぐ

らしをしている。一人娘
ひとりむすめ

が近
ちか

くに住
す

んでいる。最近
さいきん

, 

近所
きんじょ

の人
ひと

から 娘
むすめ

に,｢決
き

められた日
ひ

以外
い が い

にごみを出
だ

しているので, そっと片付
か た づ

けている

の｣と連絡
れんらく

があった。 

翌日
よくじつ

, 娘
むすめ

がＡさんの自宅
じ た く

に行
い

くと, 部屋
へ や

の中
なか

に弁当
べんとう

の空
から

の容器
よ う き

がそのまま残
のこ

されて

いた。心配
しんぱい

した 娘
むすめ

が同居
どうきょ

を勧
すす

めたが, Ａさんは,｢これからもこの家
いえ

からデイサービス

に通
かよ

いたい｣と強
つよ

い口調
くちょう

で言
い

った。話
はな

し合
あ

いの結果
け っ か

, 娘
むすめ

が夕方
ゆうがた

に様子
よ う す

を見
み

に行
い

くこと

になった。 

Ａさんは, 通所
つうしょ

介護
か い ご

(デイサービス) を休
やす

むことなく利用
り よ う

していたが, ある日
ひ

の迎
むか

え

のとき, 担当
たんとう

の介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

に,｢今日
き ょ う

は行
い

きたくない｣と言
い

って利用
り よ う

を拒否
き ょ ひ

した。娘
むすめ

が

理由
り ゆ う

を聞
き

くと, クイズの時間
じ か ん

になると利用者
りようしゃ

のＢさんに,｢あなたの答
こた

えはいつも間違
ま ち が

えていると何度
な ん ど

も注意
ちゅうい

される。 情
なさ

けない・・・｣と話
はな

した。 娘
むすめ

はＡさんの様子
よ う す

を介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

に伝
つた

えた。 
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問題
もんだい

 110 次
つぎ

のうち, Ａさんのニーズとして, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを 1 つ選
えら

びなさい。 

1 娘
むすめ

の家
いえ

で同居
どうきょ

すること 

2 自宅
じ た く

での生活
せいかつ

を続
つづ

けること 

3 通所
つうしょ

介護
か い ご

(デイサービス)を休
やす

めること 

4 弁当
べんとう

のメニューを変更
へんこう

すること 

5 ごみ出
だ

しを近所
きんじょ

の人
ひと

に任
まか

せること 

 

 

 

問題
もんだい

 111 Ａさんの 娘
むすめ

から連絡
れんらく

を受
う

けた通所
つうしょ

介護
か い ご

(デイサービス)では, 介護
か い ご

過程
か て い

の再
さい

アセスメントをすることになった。 

次
つぎ

のうち, Ａさんの再
さい

アセスメントで重視
じゅうし

すべき情 報
じょうほう

として, 最
もっと

も適切
てきせつ

なも

のを1つ選
えら

びなさい。 

1 通所
つうしょ

介護
か い ご

(デイサービス)を利用
り よ う

しない日
ひ

の過
す

ごし方
かた

 

2 通所
つうしょ

介護
か い ご

(デイサービス)での様子
よ う す

 

3 通所
つうしょ

介護
か い ご

(デイサービス)の利用
り よ う

継続
けいぞく

に関
かん

する 娘
むすめ

の意見
い け ん

 

4 通所
つうしょ

介護
か い ご

(デイサービス)の迎
むか

えを担当
たんとう

した介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

の印 象
いんしょう

 

5 通所
つうしょ

介護
か い ご

(デイサービス)以外
い が い

のサービスを利用
り よ う

することへの意向
い こ う
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次
つぎ

の事例
じ れ い

を読
よ

んで, 問題
もんだい

 112, 問題
もんだい

 113 について答
こた

えなさい。 

〔事
じ

 例
れい

〕 

Ａさん(50歳
さい

, 男性
だんせい

, 障 害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

３)は, 中度
ちゅうど

の知的
ち て き

障 害
しょうがい

がある。身体
しんたい

機能
き の う

に問題
もんだい

はないが, 遂行
すいこう

機能
き の う

に障 害
しょうがい

がある。 短
みじか

い言葉
こ と ば

での意思
い し

表示
ひょうじ

はできる。 

両 親
りょうしん

は亡
な

くなっている。姉
あね

が近
ちか

くに住
す

んでいるが, 同居
どうきょ

は 難
むずか

しく, 共 同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

(グループホーム)へ入 居
にゅうきょ

した。入 居
にゅうきょ

時
じ

に短期
た ん き

目 標
もくひょう

を｢生活
せいかつ

のリズムを 整
ととの

え

る｣と設定
せってい

し, 順 調
じゅんちょう

に進
すす

んでいた。日 中
にっちゅう

は就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

Ｂ型
がた

事業所
じぎょうしょ

に通
かよ

ってい

る。共 同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

(グループホーム)の生活
せいかつ

に慣
な

れてきた頃
ころ

, Ａさんは日 中
にっちゅう

活動
かつどう

を休
やす

むようになった。心配
しんぱい

した生活
せいかつ

支援員
しえんいん

が居室
きょしつ

を訪
たず

ねると, Ａさんが,｢昨日
き の う

も, 

遊
あそ

びに来
き

た隣室
りんしつ

の友人
ゆうじん

が, 散
ち

らかっている部屋
へ や

を見
み

て笑
わら

った。前
まえ

はきれいにでき

ていたのに｣と自信
じ し ん

をなくしている様子
よ う す

であった。 

生活
せいかつ

支援員
しえんいん

がＡさんの居室
きょしつ

を確認
かくにん

すると, 趣味
し ゅ み

で集
あつ

めているアニメグッズや

衣服
い ふ く

が増
ふ

えていて, きれいにしていた自室内
じしつない

に散乱
さんらん

していた。 
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問題
もんだい

 112 次
つぎ

のうち, 日中
にっちゅう

活動
かつどう

を休
やす

むようになったＡさんの状態
じょうたい

を理解
り か い

するために

必要
ひつよう

な情報
じょうほう

として, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを1つ選
えら

びなさい。 

1 Ａさんの姉
あね

の家族
か ぞ く

構成
こうせい

 

2 隣室
りんしつ

の友人
ゆうじん

がＡさんの部屋
へ や

に行
い

った時間
じ か ん

 

3 Ａさんが自信
じ し ん

をなくした理由
り ゆ う

 

4 生活
せいかつ

支援員
しえんいん

がＡさんの部屋
へ や

を訪
たず

ねた心情
しんじょう

 

5 Ａさんが隣室
りんしつ

の友人
ゆうじん

と遊
あそ

ぶことになった理由
り ゆ う

 

 

 

 

問題
もんだい

 113 後日
ご じ つ

,カンファレンスが開
ひら

かれ, 短期
た ん き

目標
もくひょう

についての見直
み な お

しが検討
けんとう

された。 

次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち, 見直
み な お

された短期
た ん き

目標
もくひょう

として, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを1つ選
えら

びなさい。 

1 趣味
し ゅ み

を変更
へんこう

する。 

2 現在
げんざい

の自室
じ し つ

の状態
じょうたい

を維
い

持
じ

する。 

3 衣服
い ふ く

を部屋
へ や

の隅
すみ

に寄
よ

せる。 

4 日中
にっちゅう

活動
かつどう

の事業所
じぎょうしょ

を変更
へんこう

する。 

5 自室
じ し つ

を整理
せ い り

整頓
せいとん

する。 
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＜総合
そうごう

問題
もんだい

＞ 
 

 

総合
そうごう

問題
もんだい

 
 

 

（総合
そうごう

問題
もんだい

1） 

 

次
つぎ

の事例
じ れ い

を読
よ

んで，問題
もんだい

 114から問題
もんだい

 116までについて答
こた

えなさい。 

〔事
じ

 例
れい

〕 

Ａさん(66歳
さい

, 女性
じょせい

)は, 一人
ひ と り

息子
む す こ

と二人
ふ た り

で暮
く

らしている。 会社
かいしゃ

の趣味
し ゅ み

サークル

や地域
ち い き

活動
かつどう

に熱心
ねっしん

に参加
さ ん か

してきた。半年前
はんとしまえ

に, 長年
ながねん

勤
つと

めた仕事
し ご と

を定年
ていねん

退 職
たいしょく

して, 

継続
けいぞく

雇用
こ よ う

で 週
しゅう

２日
ふつか

の勤務
き ん む

になった。その頃
ころ

から不眠
ふ み ん

を 訴
うった

え, 疲
つか

れやすく気持
き も

ち

が落
お

ち込
こ

む日
ひ

が増
ふ

えてきた。しばらくすると, 睡眠中
すいみんちゅう

に大声
おおごえ

をあげたり, 息子
む す こ

の部屋
へ や

までふらふらと歩
ある

いてきたり, 自室
じ し つ

のカーテンの花柄
はながら

が動
うご

いて怖
こわ

いと話
はな

し

たりするようになった。近隣
きんりん

の大学
だいがく

病 院
びょういん

を受
じゅ

診
しん

した結果
け っ か

, 手足
て あ し

の震
ふる

え, 小刻
こ き ざ

み

な歩行
ほ こ う

, 顔
かお

のこわばりなどがみられ, レビー小体型
しょうたいがた

認知症
にんちしょう

(dementia with Lewy 

bodies)の診断
しんだん

を受
う

けた。 

Ａさんは, 趣味
し ゅ み

活動
かつどう

や自宅
じ た く

で息子
む す こ

と過
す

ごすことを優先
ゆうせん

し，これからの生活
せいかつ

を楽
たの

しみたいと 考
かんが

えて, 仕事
し ご と

を辞
や

めた。そして, 安全
あんぜん

に歩
ある

く 力
ちから

を維
い

持
じ

するために

介護
か い ご

サービスを活用
かつよう

しようと 考
かんが

えた。Ａさんは要支援
ようしえん

 2 の認定
にんてい

を受
う

けて, 介護
か い ご

予防通所
よぼうつうしょ

リハビリテーションの利用
り よ う

を始
はじ

めた。 
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問題
もんだい

 114  Ａさんの手足
て あ し

の震
ふる

えは, ある体内
たいない

物質
ぶっしつ

の影響
えいきょう

によって生
しょう

じている。 

次
つぎ

のうち, その体内
たいない

物質
ぶっしつ

に該当
がいとう

するものとして, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを1つ選
えら

びなさ 

い。 

1 メラトニン(melatonin) 

2 ドーパミン(dopamine) 

3 アドレナリン(adrenaline) 

4 コルチゾール(cortisol) 

5 グルカゴン(glucagon) 

 

 

 

問題
もんだい

 115  ある日
ひ

, 送迎
そうげい

のときに, 介護
か い ご

予防通所
よぼうつうしょ

リハビリテーション事業所
じぎょうしょ

のＢ介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

は, 息子
む す こ

から, 日々
ひ び

の 症 状
しょうじょう

に変動
へんどう

がある母
はは

を自宅
じ た く

で介護
か い ご

をするときにど

のようなことに注意
ちゅうい

すべきか, と聞
き

かれた。Ｂ介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

は事業所
じぎょうしょ

で多職種
たしょくしゅ

ミー

ティングを行
おこな

ってから返答
へんとう

することにした。 

次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち, Ｂ介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

の息子
む す こ

への助言
じょげん

として, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを1つ選
えら

びなさい。 

1 視覚的
しかくてき

環境
かんきょう

からの影響
えいきょう

を防
ふせ

ぐために, 自室
じ し つ

のカーテンを無地
む じ

のものに変更
へんこう

する。 

2 下肢
か し

筋力
きんりょく

を維
い

持
じ

するために, 毎日
まいにち

決
き

まった時間
じ か ん

に同
おな

じ運動
うんどう

をする。 

3 転倒
てんとう

を防止
ぼ う し

するために, Ａさんの外出
がいしゅつ

の機会
き か い

を減
へ

らす。 

4 夜間
や か ん

は部屋
へ や

をできるだけ明
あか

るく照
て

らすために, 直接
ちょくせつ

照明
しょうめい

を用
もち

いる。 

5 着脱
ちゃくだつ

をしやすくするために, ボタン止
ど

めの衣服
い ふ く

を使用
し よ う

する。 
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問題
もんだい

 116  サービス利用
り よ う

開始
か い し

から２か月後
げ つ ご

, 担当
たんとう

介護
か い ご

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

(介護
か い ご

福祉士
ふ く し し

)はモニ

タリングを行
おこな

うために, Ａさんの自宅
じ た く

を訪
おとず

れた。Ａさんは，｢もっとほかの人
ひと

と交
こう

流
りゅう

したいが, 自宅
じ た く

で生活
せいかつ

しながら利用
り よ う

できると安心
あんしん

だ。とにかく息子
む す こ

に心配
しんぱい

をかけ

ずに一緒
いっしょ

に暮
く

らしていきたい｣と語
かた

った。 

息子
む す こ

は,｢最近
さいきん

仕事
し ご と

が忙
いそが

しくなり, 今後
こ ん ご

泊
と

まりの出 張
しゅっちょう

もあるので, リハビリ以外
い が い

のサービスもうまく使
つか

ってほしい｣と語
かた

った。 

次
つぎ

のうち, Ａさんに利用
り よ う

を勧
すす

めるサービスとして, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを 1 つ選
えら

び

なさい。 

1 介護
か い ご

予防
よ ぼ う

認知症
にんちしょう

対応型
たいおうがた

共同
きょうどう

生活
せいかつ

介護
か い ご

(認知症
にんちしょう

高齢者
こうれいしゃ

グループホーム) 

2 日常
にちじょう

生活
せいかつ

自立
じ り つ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

3 訪問
ほうもん

介護
か い ご

(ホームヘルプサービス) 

4 介護
か い ご

予防
よ ぼ う

小規模
しょうきぼ

多機能型
た き の う が た

居宅
きょたく

介護
か い ご

 

5 介護
か い ご

予防
よ ぼ う

・生活
せいかつ

支援
し え ん

サービス事業
じぎょう

の通所型
つうしょがた

サービス 
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（総合
そうごう

問題
もんだい

2) 

 

次
つぎ

の事例
じ れ い

を読
よ

んで，問題
もんだい

 117から問題
もんだい

 119までについて答
こた

えなさい。 

〔事
じ

 例
れい

〕 

Ａさん(85歳
さい

, 女性
じょせい

, 要介護
ようかいご

1)は, Ｂ住居型
じゅうきょがた

有料
ゆうりょう

老人
ろうじん

ホームで暮
く

らしている。子
こ

ど

もはなく, 親族
しんぞく

もいない。Ａさんは現在
げんざい

, 外部
が い ぶ

の事業所
じぎょうしょ

から訪問
ほうもん

介護
か い ご

サービスを週
しゅう

2

回
かい

利用
り よ う

している。Ａさんは駐 車 場
ちゅうしゃじょう

を経営
けいえい

していて, 毎月
まいつき

その収 入
しゅうにゅう

がある。 

最近
さいきん

 Ｃ訪問
ほうもん

介護員
かいごいん

(ホームヘルパー)は, Ａさんの居
きょ

室内
しつない

の冷蔵庫
れいぞうこ

の中
なか

に同
おな

じ食材
しょくざい

がたくさん入
はい

っていることが多
おお

く, 気
き

になっていた。ある日
ひ

, Ｃ訪問
ほうもん

介護員
かいごいん

(ホームヘ

ルパー)がＡさんに尋
たず

ねると､｢近所
きんじょ

のスーパーに買
か

い物
もの

に行
い

くのが楽
たの

しみだが, 冷蔵庫
れいぞうこ

の中
なか

に何
なに

があるのか忘
わす

れてしまい, 同
おな

じものばかり買
か

ってしまう｣と答
こた

えた。また，

｢今
いま

は, 毎月
まいつき

振
ふ

り込
こ

まれる駐
ちゅう

車場
しゃじょう

収 入
しゅうにゅう

の管理
か ん り

ができているが, 今後
こ ん ご

管理
か ん り

できなくな

ることが不安
ふ あ ん

だ｣と話
はな

した。その後
ご

, Ａさんは, 初期
し ょ き

のアルツハイマー型
がた

認知症
にんちしょう

(dementia of the Alzheimer's type)の診断
しんだん

を受
う

けた。 
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問題
もんだい

 117 次
つぎ

のうち, Ａさんが不安
ふ あ ん

に思
おも

っている駐 車 場
ちゅうしゃじょう

収 入
しゅうにゅう

の管理
か ん り

について, 

訪問
ほうもん

介護
か い ご

事業所
じぎょうしょ

のサービス提供
ていきょう

責任者
せきにんしゃ

がＡさんに提案
ていあん

する制度
せ い ど

として, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを1つ選
えら

びなさい。 

1 成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

 

2 生活
せいかつ

保護
ほ ご

制度
せ い ど

 

3 老齢
ろうれい

年金
ねんきん

制度
せ い ど

 

4 継続
けいぞく

雇用
こ よ う

制度
せ い ど

 

5 後期
こ う き

高齢者
こうれいしゃ

医療
いりょう

制度
せ い ど
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問題
もんだい

 118 その後
ご

，Ａさんは認知症
にんちしょう

(dementia)が進行
しんこう

することを心配
しんぱい

し，介護
か い ご

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

(ケアマネジャー)に相談
そうだん

して, 同
おな

じ市内
し な い

のＤ介護
か い ご

付
つ

き有料
ゆうりょう

老人
ろうじん

ホームに転居
てんきょ

することになった。 

転居
てんきょ

してから2年後
ね ん ご

, Ａさんの認知症
にんちしょう

(dementia)の症 状
しょうじょう

は進行
しんこう

してきた。Ａさん

の担当
たんとう

となった介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

はサービス担当者
たんとうしゃ

会議
か い ぎ

で,｢現在
げんざい

,Ａさんの, 認知症
にんちしょう

高齢者
こうれいしゃ

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

自立度
じ り つ ど

判定
はんてい

基準
きじゅん

は，ランクⅢaと考
かんが

えられる。そこで, このランクに合
あ

った介護
か い ご

計画
けいかく

を立案
りつあん

したい｣と提案
ていあん

し, 他
た

職種
しょくしゅ

の承諾
しょうだく

を得
え

た。 

次
つぎ

のうち, Ａさんの介護
か い ご

計画
けいかく

立案
りつあん

時
じ

にＥ介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

が意識
い し き

する, 認知症
にんちしょう

高齢者
こうれいしゃ

の

日常
にちじょう

生活
せいかつ

自立度
じ り つ ど

判定
はんてい

基準
きじゅん

Ⅲaに該当
がいとう

する状態
じょうたい

として最
もっと

も適切
てきせつ

なものを1つ選
えら

びなさ

い。 

1 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

が自立
じ り つ

している状 態
じょうたい

 

2 見守
み ま も

りがあれば自立
じ り つ

できる状 態
じょうたい

 

3 日 中
にっちゅう

を中 心
ちゅうしん

に意思
い し

疎通
そ つ う

の困難
こんなん

さがみられ，介護
か い ご

を必要
ひつよう

とする状 態
じょうたい

 

4 意思
い し

疎通
そ つ う

の困難
こんなん

さが頻繁
ひんぱん

にみられ, 常
つね

に介護
か い ご

を必要
ひつよう

とする状 態
じょうたい

 

5 専門
せんもん

医療
いりょう

の導 入
どうにゅう

が必要
ひつよう

な状 態
じょうたい
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問題
もんだい

 119 Ｄ介護
か い ご

付
つ

き有料
ゆうりょう

老人
ろうじん

ホームに転居
てんきょ

してから３年
ねん

が経過
け い か

した。Ａさんの

認知症
にんちしょう

(dementia)の症 状
しょうじょう

は, さらに進行
しんこう

してきた。Ｄ介護
か い ご

付
つ

き有料
ゆうりょう

老人
ろうじん

ホームで

は,施設
し せ つ

の方針
ほうしん

として, 新
あら

たにパーソン・センタード・ケアを取
と

り入
い

れることになっ

た。 

次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち, Ｅ介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

が介護
か い ご

計画
けいかく

を見直
み な お

すときの方向性
ほうこうせい

として, 最
もっと

も

適切
てきせつ

なものを1つ選
えら

びなさい。 

1 認知症
にんちしょう

(dementia)の人
ひと

の共通点
きょうつうてん

に着 目
ちゃくもく

したケアマニュアルをつくる。 

2 認知症
にんちしょう

(dementia)を治療
ちりょう

する。 

3 認知症
にんちしょう

(dementia)の人
ひと

のその人
ひと

らしさを支
ささ

える。 

4 認知症
にんちしょう

(dementia)の人
ひと

を特別
とくべつ

な存在
そんざい

として保護
ほ ご

する。 

5 行動
こうどう

・心理
し ん り

症 状
しょうじょう

(ＢＰＳＤ)をなくす。 
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（総合
そうごう

問題
もんだい

3) 

 

次
つぎ

の事例
じ れ い

を読
よ

んで，問題
もんだい

 120から問題
もんだい

 122までについて答
こた

えなさい。 

〔事
じ

 例
れい

〕 

Ａさん(42 歳
さい

, 男性
だんせい

)は, 知的
ち て き

障害
しょうがい

がある。父親
ちちおや

(72 歳
さい

)と二人
ふ た り

暮
ぐ

らしをしている。 

半年前
はんとしまえ

, Ａさんに血便
けつべん

がみられたため病院
びょういん

を受
じゅ

診
しん

したところ, 大腸
だいちょう

がん

(colorectalcancer)と診断
しんだん

され, Ｓ状
じょう

結腸
けっちょう

ストーマを造設
ぞうせつ

した。パウチの交換
こうかん

に

支援
し え ん

が必要
ひつよう

となり, 退院後
たいいんご

は父親
ちちおや

が自宅
じ た く

で介護
か い ご

をしていた。父親
ちちおや

の介護
か い ご

負担
ふ た ん

が大
おお

きく

なったため, 居宅
きょたく

介護
か い ご

(ホームヘルプサービス)を利用
り よ う

することになった。 
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問題
もんだい

 120 次
つぎ

のうち, Ａさんの正常時
せいじょうじ

の便
べん

の性状
せいじょう

として, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを1つ選
えら

びな

さい。 

1 水様
すいよう

から 粥 状
じゅくじょう

 

2 流 動 状
りゅうどうじょう

から液 状
えきじょう

 

3 半流動
はんりゅうどう

から 粥 状
じゅくじょう

 

4 泥 状
でいじょう

から軟便
なんべん

 

5 軟便
なんべん

から固形状
こけいじょう

 

 

 

 

問題
もんだい

 121 ある日
ひ

, 訪問
ほうもん

介護員
かいごいん

(ホームヘルパー)にＡさんから,｢今度
こ ん ど

, 父親
ちちおや

と温泉
おんせん

に行
い

くことになったが, 便
べん

のにおいが気
き

になる」と相談
そうだん

があった。 

次
つぎ

のうち, 訪問
ほうもん

介護員
かいごいん

(ホームヘルパー)がＡさんに勧
すす

める食品
しょくひん

として, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを1つ選
えら

びなさい。 

1 チーズ 

2 たまねぎ 

3 ヨーグルト 

4 にら 

5 アスパラガス 

 

 



 

問題
もんだい

 122 ある日
ひ

, 訪問
ほうもん

介護員
かいごいん

(ホームヘルパー)がＡさんの自宅
じ た く

を訪問
ほうもん

したところ,Ａ

さんの父親
ちちおや

から,｢地震
じ し ん

のニュースを見
み

たら, 知的
ち て き

障害
しょうがい

があり, ストーマの管理
か ん り

が

必要
ひつよう

な息子
む す こ

に対
たい

する災害
さいがい

時
じ

の対応
たいおう

が心配
しんぱい

になった｣と相談
そうだん

があった。訪問
ほうもん

介護員
かいごいん

(ホ

ームヘルパー)は, 相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

に状 況
じょうきょう

を報告
ほうこく

し, 相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

とともにほか

の利用者
りようしゃ

家族
か ぞ く

に確認
かくにん

したところ, 同様
どうよう

に災害
さいがい

時
じ

の不安
ふ あ ん

を感
かん

じている親
おや

が多
おお

く, この

地域
ち い き

では個別
こ べ つ

避難
ひ な ん

計画
けいかく

の作成
さくせい

が遅
おく

れていることがわかった。そこで, 訪問
ほうもん

介護員
かいごいん

(ホ

ームヘルパー)はこの課題
か だ い

を地域
ち い き

の課題
か だ い

としてとらえ, サービス提供
ていきょう

責任者
せきにんしゃ

や相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

とともに対応
たいおう

することを確認
かくにん

した。 

次
つぎ

のうち, この地域
ち い き

課題
か だ い

の検討
けんとう

を 働
はたら

きかける場
ば

として, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを1つ選
えら

びなさい。 

1 協
きょう

議会
ぎ か い

 

2 運営
うんえい

適正化
てきせいか

委員会
いいんかい

 

3 介護
か い ご

保険
ほ け ん

審査会
しんさかい

 

4 障害者
しょうがいしゃ

政策
せいさく

委員会
いいんかい

 

5 地方
ち ほ う

更生
こうせい

保護
ほ ご

委員会
いいんかい

 

 

(注
ちゅう

) 「協
きょう

議会
ぎ か い

」とは, 障害者
しょうがいしゃ

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

及
およ

び社会
しゃかい

生活
せいかつ

を総合的
そうごうてき

に支援
し え ん

するための

法律
ほうりつ

第
だい

89条
じょう

の3第
だい

1項
こう

に規定
き て い

するものである。 
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（総合
そうごう

問題
もんだい

4） 

 

次
つぎ

の事例
じ れ い

を読
よ

んで，問題
もんだい

 123から問題
もんだい

 125までについて答
こた

えなさい。 

〔事
じ

 例
れい

〕 

Ａさん(50歳
さい

, 男性
だんせい

，障 害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

４)は，1年前
ねんまえ

の交通
こうつう

事故
じ こ

の後遺症
こういしょう

で， 右片
みぎかた

麻痺
ま ひ

，高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障 害
しょうがい

(higher brain dysfunction), 失語症
しつごしょう

(aphasia)となった。

現在
げんざい

は障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

で生活
せいかつ

している。日 中
にっちゅう

は, 車
くるま

いすに座
すわ

って過
す

ごしている

が, すぐに右肩
みぎかた

が下
さ

がり上半身
じょうはんしん

は右
みぎ

へ 傾
かたむ

いた姿勢
し せ い

になる。ある日
ひ

, Ｂ介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

がＡさんに姿勢
し せ い

の 傾
かたむ

きを直
なお

す方法
ほうほう

を伝
つた

えようとすると, Ａさんは大声
おおごえ

でどなり, 

物
もの

を投
な

げた。Ｂ介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

は, 以前
い ぜ ん

からＡさんとのコミュニケーションに悩
なや

んで

いたため, Ｃ介護
か い ご

主任
しゅにん

に相談
そうだん

することにした。Ｃ介護
か い ご

主任
しゅにん

の問
と

いかけに答
こた

えるな

かで, Ｂ介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

は自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

の言動
げんどう

を振
ふ

り返
かえ

ることができ, Ａさんに伝
つた

わらな

い焦
あせ

りと, 子
こ

どもに言
い

い聞
き

かせるような口調
くちょう

が, Ａさんの感 情
かんじょう

を害
がい

していたこと

に気
き

づいた。その後
ご

, コミュニケーション方法
ほうほう

を工夫
く ふ う

し, Ａさんに姿勢
し せ い

の 傾
かたむ

きを

直
なお

す方法
ほうほう

を説明
せつめい

し, 同意
ど う い

を得
え

ることができた。 

毎 週
まいしゅう

, Ａさんは妻
つま

との面会
めんかい

を楽
たの

しみにしている。しかし, 妻
つま

はＡさんの将 来
しょうらい

に

不安
ふ あ ん

を感
かん

じて, Ｂ介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

に,｢ 夫
おっと

の障 害
しょうがい

について, 情 報
じょうほう

交換
こうかん

や勉 強
べんきょう

がした

い。そのようなところがあれば紹 介
しょうかい

してほしい」と相談
そうだん

した。 
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問題
もんだい

 123 次
つぎ

のうち, Ｃ介護
か い ご

主任
しゅにん

がＢ介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

への対応
たいおう

に用
もち

いた手法
しゅほう

として, 最
もっと

も適切
てきせつ

なものを 1 つ選
えら

びなさい。 

1 コンサルテーション(consultation) 

2 コーチング(coaching) 

3 フォロワーシップ (followership) 

4 ティーチング (teaching) 

5 メンバーシップ(membership) 

 

 

 

問題
もんだい

 124 Ｂ介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

は, Ａさんが車
くるま

いすで良
りょう

肢
し

位
い

を保
たも

つことができるように,

クッションを使用
し よ う

することにした。まず, Ｂ介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

はＡさんの上半身
じょうはんしん

を起
お

こ

し深
ふか

く座
すわ

り直
なお

してもらった。 

次
つぎ

のうち, Ｂ介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

がクッションを挿入
そうにゅう

する位置
い ち

として, 最
もっと

も適切
てきせつ

なもの

を1つ選
えら

びなさい。 

1 背中
せ な か

とバックサポートの 間
あいだ

 

2 左
ひだり

大腿部
だいたいぶ

と座面
ざ め ん

の 間
あいだ

 

3 両下腿
りょうかたい

とレッグサポートの 間
あいだ

 

4 右
みぎ

大腿部
だいたいぶ

と左
ひだり

大腿部
だいたいぶ

の 間
あいだ

 

5 右
みぎ

上肢
じょうし

と右
みぎ

アームサポートの 間
あいだ
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問題
もんだい

 125 妻
つま

の相談
そうだん

を受
う

けたＢ介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

がサービス管理
か ん り

責任者
せきにんしゃ

に報告
ほうこく

をしたと

ころ，ある社会
しゃかい

資源
し げ ん

を 紹
しょう

介
かい

することになった。 

次
つぎ

のうち, Ｂ介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

が妻
つま

に 紹
しょう

介
かい

した社会
しゃかい

資源
し げ ん

として, 最
もっと

も適切
てきせつ

なもの

を1つ選
えら

びなさい。 

1 福祉
ふ く し

事務所
じ む し ょ

 

2 公 共
こうきょう

職 業
しょくぎょう

安定所
あんていしょ

(ハローワーク) 

3 家族会
かぞくかい

 

4 地域
ち い き

包括
ほうかつ

支援
し え ん

センター 

5 地域
ち い き

障害者
しょうがいしゃ

職 業
しょくぎょう

センター 

 

 

 

Ｃパートの問題はここまでです。 
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